
特定鳥獣（カワウ）の保護及び管理に係る研修会 

研修資料 

 

この研修資料は、下記の研修のために使用されたものです。 

そのため、情報が古い場合があります。 

また、Web での掲載のために一部修正や削除、構成の変更をしているものがあります。 

 

 

令和３年度カワウの保護・管理に関する研修会 

 

対 象： 都道府県及び市町村の鳥獣、水産等の関係行政のカワウ担当者 

 

開 催 日： ２０２１年１０月１８日(月)、２０２１年１１月１日(月) 

 

場 所： オンライン開催  

 

講 師 と科 目： 基礎編講義 

環境省鳥獣保護管理室（鳥獣保護管理の法制度等） 

加藤ななえ（カワウの生態の理解） 

高木憲太郎（カワウの生息状況と季節移動） 

加藤洋（モニタリングの重要性） 

山本麻希（鵜的フェーズと管理計画の作成） 

応用編講義 

坪井潤一（ねぐら・コロニーの分布管理と繁殖抑制） 

須藤明子（個体数調整をすべき状況の判断と実際） 

水産庁栽培養殖課（カワウ被害対策の進め方と水産庁事業について） 

対話型講義（講師との個別事例意見交換） 

地域の現状や課題事例：千葉県、福井県永平寺町、香川県 

助言・意見：加藤ななえ、須藤明子、高木憲太郎、坪井潤一、山本麻希 
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カワウの生息状況と
季節移動

ＮＰＯ法⼈バードリサーチ
⾼⽊憲太郎

Photo by Yoshiro Watanabe
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回復

減少

カワウのねぐら・コロニーは増加傾向が
続いている。ほぼ全国に分布している。
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東北・関東のカワウの個体数の推移

いずれも
⼤きな変化
なし
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千葉 福島・栃木・群馬・埼玉・東京・山梨

変化なし

変化なし

※個体数の変動を把握
できるようにするため、
継続的に調査されて
いる都県のみ、
グラフに掲載した
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中部近畿・中国四国のカワウの個体数の推移

中部近畿は
減少

中国四国は
冬期に
やや増加
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※個体数の変動を把握
できるようにするため、
継続的に調査されて
いる府県のみ、
グラフに掲載した

2016春

2020春

⽔系区分ごとの春期（3-5）⽉の個体数
2016-2020年

繁殖期、カワウは
湾や⼤きな湖に！

東京湾

琵琶湖

伊勢三河湾
浜名湖

瀬戸内海

個体数は季節的に変化している

平成16年度 平成17年度 平成18年度カワウ⾷害等影響調査実績報告書
（⼭⼝県 ⽇本野⿃の会⼭⼝県⽀部）より

季節を考える
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カワウの巣立ちカワウの巣立ち営巣開始営巣開始

越冬中

越冬地へ移動 繁殖地へ移動

越夏地へ移動
？

定住型（県内移動ぐらい）のカワウ と

大きく季節移動するカワウ がいる

冬期モニタリング

春期モニタリング 夏期モニタリング

個体数の季節変化から、季節移動を捉える

春 夏 冬

移動
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個
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2016年
⽔系区分で個体数の季節変化を⾒ると、
伊勢三河湾・浜名湖や瀬⼾内海から琵琶湖に
春から夏にかけて集まり、冬に戻っていると
推測される

⽔系区分ごとに塗り分けた
ねぐら・コロニーの位置（消滅含む）

個体数の季節変化から、季節移動を捉える

2019年

春 夏 冬

移動

ねぐらA ねぐらB

個
体
数

⽔系区分で個体数の季節変化を⾒ると、
伊勢三河湾・浜名湖や瀬⼾内海から琵琶湖に
春から夏にかけて集まり、冬に戻っていると
推測される

⽔系区分ごとに塗り分けた
ねぐら・コロニーの位置（消滅含む）
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2019年

個体数の季節変化から、季節移動を捉える
⼤きな季節移動だけでなく、隣接した⽔系区分
で、夏期に多いところと冬期に多いところが
あれば、その間でカワウの季節的な⾏き来が
あるかもしれない

夏期に個体数が多い⽔系区分

冬期に個体数が多い⽔系区分

2017年 2018年 2019年 2020年

滋賀

カワウの広域移動を読み解く

滋賀県２０２０年の夏期の急増は、
どこからきたのか？

2017年 2018年 2019年 2020年

滋賀

カワウの広域移動を読み解く

2017年〜2020年のデータを対象に
個体数の変動を地⽅ごとに集計し、
前後の年に⽐べ突出して多い年に
着⽬して、データを⾒直して
みると・・・
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南関東で2018冬に
みられた個体数増は
翌春、東海の2019春の
個体数増にも影響？
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2019春の個体数増は、
営巣数にも影響
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南関東2019春の個体数営巣数増は、
2019夏の増加につながるが、
東海では同じ傾向を把握できず。
未調査ねぐら・コロニーが影響？
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2019秋関東
洪水が影響？

南関東2019冬は個体数が急減。
⼭陽2019冬に個体数増。
この年の夏から冬の間にカワウが
東から⻄へ⼤きく移動した？
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南関東では2020春も
2019冬減の影響が残る

⼭陽で2019冬に
みられた個体数増は
翌春、東海の2020春の
個体数増にも影響？
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東海2020春の個体数増＆
滋賀2020春の営巣数増は、
滋賀2020夏の個体数増加に。

しかし、繁殖による加⼊を考慮しても
⾜りない⼤幅な増加を説明するには、
⼭陽からの移動が影響したと
考えるべきか？

カワウの広域移動を読み解く
滋賀県２０２０年の夏期の急増は、
どこからきたのか？
得られているデータからは、
かなり広い範囲で
移動していると
予想。 2018冬

2019冬 2020春
2020夏

分析範囲外の東北や九州、
調査できていない県や時期
があるので、まったくの
間違いである可能性もある。

考えられる要因

⿂の資源量、冬の死亡率
春の繁殖成功、広域季節移動


